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価．第 37 回日本嚥下医学会総会ならびに学術講演

会，東京，2014 年 2 月 14-15 日. 

17) 辻 光順, 辻村恭憲, 酒井翔悟, 真柄 仁, 井上 

誠: 麻酔下ラットにおける上喉頭神経連続電気刺

激時の嚥下反射誘発の減衰. 新潟歯学会第2回例会，

新潟，2013 年 11 月 9 日，新潟歯学会誌，43(2)：72，

2013． 

18) 岩森 大，山崎貴子，伊藤直子，宮岡里美，井上 誠，

宮岡洋三：撹拌と時間経過がとろみ調整に及ぼす影

響．日本官能評価学会 2013 年度大会，東京，2013

年 11 月 9 日． 

19) 谷口裕重，真柄 仁，林 宏和，辻 光順，酒井翔

悟，堀 一浩，井上 誠：摂食に関連した咽頭と食

道機能の加齢変化とその関係．第 51 回顎口腔機能

学会，新潟，2013 年 10 月 5-6 日． 

20) 皆木祥伴，小野高裕，李 强，藤原茂弘，堀 一浩，

井上 誠，前田芳信，横江 勝，望月秀樹：舌圧・

喉頭運動計測システムによるパーキンソン病患者

の嚥下動態評価．日本顎口腔機能学会第 51 回学術

大会，新潟，2013 年 10 月 5-6 日． 

21) 谷口裕重，堀 一浩，真柄 仁，村山稔子，小師優

子，小山 諭，井上 誠：当院 NST における摂食・

嚥下障害患者の動向について．第 19 回日本摂食・

嚥下リハビリテーション学会学術大会，倉敷，2013

年 9 月 22-23 日． 

22) 高橋圭三，堀 一浩，林 宏和，谷口裕重，井上 

誠：舌骨下筋群への経皮的電気刺激が嚥下時舌圧に

及ぼす影響．第 19 回日本摂食・嚥下リハビリテー

ション学会，倉敷，2013 年 9 月 22-23 日． 

23) 手島謡子，中村由紀，堀 一浩，谷口裕重，辻村恭

憲，真柄 仁，林 宏和，塚野英樹，船山さおり，

神田知佳，今井晴菜，井上 誠：当院における摂食・

嚥下障害患者の動向調査．第 19 回日本摂食・嚥下

リハビリテーション学会，倉敷，2012 年 9 月 22-23

日． 

24) 今井晴菜，伊藤加代子，山野井澄江，畠山 文，神
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田知佳，井口寛子，別府 茂，秋元幸平，田辺英児，

中村由紀，井上 誠：病院内に設置した「食の支援

ステーション」来訪者に関する検討．第 19 回日本

摂食・嚥下リハビリテーション学会学術大会，倉敷，

2013 年 9 月 22-23 日． 

25) 井口寛子，林 宏和，谷口裕重，伊藤加代子，会田

生也，別府 茂，井上 誠：米飯ならびに餅食品摂

取の生理学を生体記録と物性変化から追及する．第

19 回日本摂食・嚥下リハビリテーション学会学術大

会，倉敷，2013 年 9 月 22-23 日． 

26) 神田知佳，椎野良隆，林 宏和，塚野英樹，中村由

紀，谷口裕重，堀 一浩，井口寛子，別府 茂，井

上 誠：香味刺激ゼリーが摂食・嚥下リハビリテー

ションに与える効果．第 19 回日本摂食・嚥下リハ

ビリテーション学会，倉敷，2013 年 9 月 22-23 日．  

27) 椎野良隆，谷口裕重，林 宏和，酒井翔悟，真柄 仁，

井上 誠，鈴木絵里：高齢者にも使いやすい紙パッ

クの開発とその検証．第 19 回日本摂食・嚥下リハ

ビリテーション学会，倉敷，2013 年 9 月 22-23 日．  

28) 岩森 大, 山崎貴子, 伊藤直子, 宮岡里美, 井上 

誠, 宮岡洋三：とろみ調整時における撹拌指示の効

果について‐調整者への伝達に関する客観的評価

‐．第 19 回日本摂食・嚥下リハビリテーション学

会，倉敷，2013 年 9 月 22-23 日． 

29) 福岡達之，野﨑園子，小野高裕，堀 一浩，川阪尚

子，荻野直子，新宮正美，児玉典彦，道免和久：

Chin-down 肢位のバリエーションが嚥下時の舌口蓋

摂食に及ぼす影響．第 19 回日本摂食・嚥下リハビ

リテーション学会，倉敷，2013 年 9 月 22-23 日． 

30) 矢野実郎，青柳陽一郎，熊倉勇美，椿原彰夫，皆木

省吾，堀 一浩，藤原茂弘，小野高裕：舌圧と咽頭

内圧の同時測定-食塊量・粘度の影響-．第 19 回日

本摂食・嚥下リハビリテーション学会，倉敷，2013

年 9 月 22-23 日． 

31) 酒井翔悟, 辻 光順, 真柄 仁, 辻村恭憲, 井上 

誠：麻酔下ウサギにおける自律神経活動変化が及ぼ

す開口反射への影響. 第 55 回歯科基礎医学会学術

大会・総会, 岡山, 2013 年 9 月 20-22 日． 

32) 辻 光順，辻村恭憲,井上 誠：上喉頭神経連続電

気刺激は嚥下反射をどのように脱感作させるの

か？第 55 回歯科基礎医学会学術大会，岡山，2013

年 9 月 20-22 日，J Oral Biosci 55(Suppl.):180，

2013． 

33) 泉野裕美，澤田美佐緒，福田昌代，畑山千賀子，野

村慶雄，重信直人，堀 一浩，伊藤加代子，井上  

誠：地域在住自立高齢者における口腔機能と体力と

の関連性．平成 25 年度新潟歯学会第 1 回例会，新

潟，2013 年 7 月 6 日． 

34) 齋藤正直，谷口裕重，星名秀行，永田昌毅，井上 誠，

高木律男：遊離前腕皮弁を使用した舌癌患者におけ

る摂食・嚥下機能の検討．日本形成外科学会関東支

部第 92 回新潟地方会，新潟，2013 年 7 月 5 日． 

35) 神田知佳、林 宏和、真柄 仁、堀 一浩、井 上

誠：摂食・嚥下機能のスクリーニング検査時の評価 

―嚥下内視鏡検査（VE）結果との比較―第 14 回日

本言語聴覚学会，札幌，2013 年 6 月 28-29 日． 

36) 福岡達之，野﨑園子，小野高裕，田峰謙一，堀 一

浩，川阪尚子，荻野直子，新宮正美，道免和久：頭

頚部肢位の違いが嚥下時の舌口蓋接触に及ぼす影

響．第 14 回日本言語聴覚学会，札幌，2013 年 6 月

28-29 日． 

37) 中澤亜香里，柴田佐都子, Roxana Stegaroiu，伊藤

加代子，大内章嗣：介護保険施設従事の介護職員・

看護師における口腔ケア関連の歯科専門用語の理

解度調査．第 8 回日本歯科衛生学会，神戸，2013

年 9 月 14-16 日，日歯衛会誌 8(1)：93，2013. 

38) 岸本奈月，Roxana Stegaroiu，柴田佐都子, 上松弘

幸, 伊藤加代子，塚野英樹, 林 宏和，住谷美幸，

真柄 仁，辻村恭憲，中村由紀，谷口裕重，堀 一

浩，井上 誠, 大内章嗣：経管栄養離脱による口腔

内の水分量および微生物量の変化．第 8 回日本歯科

衛生学会，神戸，2013 年 9 月 14-16 日，日歯衛会誌

8(1)：114，2013. 

39) 伊藤加代子，船山さおり，勝良剛詞，金子 昇，濃

野 要，山田亜紀，井上 誠：口腔乾燥症診断シー

ト導入の試み．第 23 回日本口腔内科学会第 26 回日

本口腔診断学会合同学術大会，東京，2013 年 9 月

13-14 日． 

40) 福島洋介，北村智久，坂井丘芳，辻 聡，戸谷収二，

伊藤加代子，船山さおり，荒木隆一郎，古株彰一郎，

野島淳也，佐藤 毅，坂田康彰，依田哲也：口腔乾

燥症診断における改良型口腔水分計ムーカスを用

いた生理的口腔湿潤度に関する検討．第 23 回日本

口腔内科学会第 26 回日本口腔診断学会合同学術大

会，東京，2013 年 9 月 13-14 日． 

41) 勝良剛詞，伊藤加代子，濃野 要，船山さおり，金

子 昇，山田亜紀，林 孝文：ドライマウス診断に

おける pulse Doppler ultrasonography の可能性．

第23回日本口腔内科学会第26回日本口腔診断学会

合同学術大会，東京，2013 年 9 月 13-14 日． 

42) 泉野裕美，澤田美佐緒，福田昌代，畑山千賀子，野

村慶雄，重信直人，堀 一浩，伊藤加代子，井上  

誠：地域在住自立高齢者における口腔機能と体力と

の関連性．平成 25 年度新潟歯学会第 1 回例会，新

潟，2013 年 7 月 6 日，新潟歯会誌 43(2)：147，2013． 

43) 中山富子，井上 誠：介護老人施設における摂食・
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嚥下障害がある入所者の状況と施設の対応．平成 25

年度新潟歯学会第 1 回例会，新潟，2013 年 7 月 6

日，新潟歯会誌 43(2)：147，2013． 

44) 真柄 仁，堀 一浩，林 宏和，井上 誠：舌接触

補助床の装着による嚥下機能改善効果の検討．第 30

回日本顎顔面補綴学会 総会・学術大会，郡山，2013

年 6 月 21-22 日． 

45) 伊藤加代子，濃野 要，船山さおり，金子 昇，山

田亜紀，畠山 文，佐々木綾子，井上 誠：男性に

おけるドライシンドローム有訴率に関する検討．日

本老年歯科医学会第 24 回学術大会，大阪， 2013

年 6 月 5-7 日，老年歯医 28(2):225，2013． 

 

【研究会発表】 

1) Tsujimura T, Tsuji K, Sakai S, Inoue M: 

Involvement of NMDA and non-NMDA glutamate 

receptors on the initiation of swallows in 

anesthetized guinea pigs. International 

Symposium on Health Through Oral Health 

Collaborative Education, Research and Practices, 

Krabi, Dec.20-22.2013. 

2) Sakai S, Tsuji K, Magara J, Tsujimura T, Inoue 

M: Effects of swallowing or autonomic activation 

on jaw-opening reflex responses in anesthetized 

rabbits. International Symposium on Health 

Through Oral Health Collaborative Education, 

Research and Practices, Kurabi, Dec.20-22.2013. 

3) Inoue M: Dysphagia Rehabilitation in Niigata 

University. Clinical seminar, National 

Yang-Ming University, Taiwan, Dec.18.2013. 

4) 井上 誠：新潟の摂食・嚥下障害の 10 年を振り返

る．第 3 回にいがた摂食・嚥下障害サポート研究会

講演会，新潟，2013 年 12 月 8 日． 

5) 辻村恭憲：嚥下研究の現状とこれから．第 3 回にい

がた摂食・嚥下障害サポート研究会講演会, 新潟, 

2013 年 12 月 8 日． 

6) 辻村恭憲，Canning BJ, 井上 誠：嚥下誘発におけ

る孤束核グルタミン酸受容体の関与, 第7回三叉神

経領域の感覚―運動統合機構研究会，新潟, 2013

年 11 月 30 日-12 月 1 日． 

7) 辻 光順, 辻村恭憲, 酒井翔悟, 真柄 仁, 井上 

誠: 上喉頭神経連続電気刺激は麻酔下ラットにお

いて誘発される嚥下反射を減衰させる. 第7回三叉

神経領域の感覚―運動統合機構研究会，新潟，2013

年 11 月 30 日-12 月 1 日． 

8) 井上 誠：摂食・嚥下障害者の QOL 改善及び食品開

発への期待．“未来へのバイオ技術”勉強会，東京，

2013 年 9 月 3 日． 

9) 井上 誠：ST が知っておきたい摂食・嚥下に関する

歯科の基礎知識．新潟県言語聴覚士会第3回研修会，

新潟，2013 年 10 月 27 日．  

10) 辻村恭憲，Canning BJ，井上 誠: 嚥下誘発に対す

る孤束核グルタミン酸受容体の関与, 第 15 回日本

咳嗽研究会, 金沢, 2013 年 10 月 26 日． 

11) 本間正寿，林 豊彦，道見 登，谷口裕重，井上 

誠：嚥下機能評価システム SFN/3A における喉頭位

置トラッキング法の改良．電気情報通信学会 ME

とバイオサイバネティクス研究会（MBE），北海道，

2013 年 6 月 21 日． 

 

【受賞】 

なし． 

 

【その他】 

1) Inoue M: Dysphagia rehabilitation in Niigata 

University. プリンスオンソンクラ大学, Thailand, 

May.21.2013. 

2) 井上 誠：新潟大学医歯学総合病院における摂食・

嚥下リハビリテーション，歯科口腔外科合同セミ

ナー，信州大学，松本，2014 年 3 月 18 日． 

3) 伊藤加代子：口腔ケアの指導方法について．平成 25

年度新介護技術講習会，新潟県建設会館，新潟市，

2014 年 3 月 18 日． 

4) 新潟日報，講演会レポート．2014 年 3 月 7 日．  

5) 井上 誠：はなむけの言葉‐不肖の弟子より．山田

好秋教授の御定年退職によせて，歯学部ニュース． 

6) 井上 誠：新潟大学医歯学総合病院における摂食・

嚥下リハビリテーションと地域連携への期待．江南

区・秋葉区合同摂食嚥下の地域連携講演会，新潟，

2014 年 2 月 22 日． 

7) 井上 誠：いつまでも元気でおいしく楽しく食べる

ために～嚥下（えんげ）とその障害～．第 6 回市民

公開講座 新潟「食と健康」フォーラム，新潟，2014

年 2 月 8 日． 

8) 井上 誠：末梢性入力と中枢性入力が嚥下運動へも

たらす作用東京医科歯科大学大学院セミナー，2014

年 1 月 27 日． 

9) 伊藤加代子：高齢者の口腔機能向上と栄養改善を総

合的に学ぶ．平成 25 年介護予防従事者研修会，ア

オーレ長岡，長岡，2013 年 12 月 17 日． 

10) 伊藤加代子：一歩進んだ口腔ケアのために．口腔ケ

ア研修会，さつき園，村上，2013 年 11 月 19 日． 

11) 井上 誠：摂食・嚥下の最新情報．平成 25 年度山

形県歯科医学会，山形，2013 年 11 月 17 日． 

12) 中村由紀：摂食機能向上にむけての食事支援．新潟

県知的障害福祉協会保健給食部会研修，新潟，2013
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年 11 月 15 日． 

13) 井上 誠：新潟大学における摂食・嚥下リハビリ

テーションと未来展望．新潟市民病院勉強会，新潟，

2013 年 11 月 5 日． 

14) 井上 誠：摂食・嚥下リハビリテーションについて．

平成 25 年度総合リハビリテーションセンターセミ

ナー，新潟，2013 年 11 月 1 日． 

15) 谷口裕重：「食」を提供することを考える～介護食

を中心に～．ボランティア亀田主催給食勉強会，新

潟，2013 年 10 月 27 日． 

16) 伊藤加代子：ドライマウスのセルフケア．更年期と

加齢のヘルスケア学会ラウンドテーブルディス

カッション，帝京平成大学池袋キャンパス，東京，

2013 年 10 月 27 日． 

17) 辻村恭憲：摂食・嚥下障害の評価と対応, 新潟県歯

科医師会館, 新潟, 2013 年 10 月 27 日． 

18) 井上 誠：歯科医としての摂食・嚥下リハビリテー

ションへの理解と関わり．新潟大学歯学部同窓会近

畿支部講演会，大阪，2013 年 10 月 13 日． 

19) 谷口裕重：摂食・嚥下リハビリテーションと多職種

連携，第 1 回甲信越在宅医療推進フォーラム，長野

県佐久市， 2013 年 10 月 13 日． 

20) 伊藤加代子：要介護者の特性に応じた口腔ケア支援．

平成 25 年度魚沼圏域口腔ケア研修会，小出ボラン

ティアセンター，魚沼市，2013 年 10 月 10 日． 

21) 中村由紀：咽頭への酸味刺激がもたらす嚥下反射誘

発効果に関する研究．第 3 回食と生命のサイエン

ス・フォーラム（ネスレ栄養科学会議研究助成成果

報告），東京，2013 年 10 月 2 日． 

22) 伊藤加代子：要介護者の口腔ケアの基本．平成 25

年度下越地区口腔ケア研修会，神林農村環境改善セ

ンター，村上市，2013 年 10 月 1 日． 

23) 伊藤加代子：歯科衛生士に必要な介護技術．障がい

歯科衛生士研修会，新潟県歯科医師会館，新潟市，

2013 年 9 月 8 日． 
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